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だった。一九九八年の天皇訪英や、二〇〇〇年の天皇訪蘭の際の抗議活動によって一時期、話題となったが、あちらの国 意識の激しさが日本に十分、伝わった は思えない。また、元捕虜が日本政府や日本企業を訴え アクションを起こした動向は多少注目されたようだが、アメリカで賠償 訴訟が上告棄却されたあとは、沈静化してい 。戦後和解とは何だったのか　
日英、日蘭、日豪など、外交をめぐる状況の中で、必ず甦ってきながら、和解にいた
らない未解決の問題が 戦後和解問題である。特に捕虜問題は、日本外交の一つ ネックとなっている。 「ま 日本は一度も〈シャザイ〉していない」 いう声が諸外国から聞こえてくる一方で、 「そんなことはない。何度も日本は謝っている。むしろ、日本はいつまで謝ればい のか」と苛立つ日本人 多い。　
では、 〈シャザイ〉をめぐって、そこにはどんな認識のずれが存在しているのだろうか。




ジャワの捕虜収容所を舞台にした映画『戦場のメリークリスマス』は、どうだろう。この映画でも捕虜となっているのは、オランダ人やイギリス人である。この映画も、坂本龍一とデヴィッド・ボウイ ほおずりのシーンや、ビートたけしの初期主演作品として、一九八三年の公開当 、非常な話題を呼んだ作品だ。ビートたけしの「メリークリスマス、ミスター・ローレンス」というせりふや、坂本龍一のテ マ曲をテレビＣＭで聞い記憶がある ではないだろうか。　
ヴァンゲリスの手にな 印象的な主題曲がよく知られる『炎 ランナー』を記憶して
い 人もいるだろう こ 映画は陸上の短距離走 命をかけた男たちの葛藤と栄光を描いた作品であるが、主役の一人、実在のスコットランド人牧師が「日本軍 （民間 ）収容所で死んだ」ことが映画の最後に記される これもまた 「収容所も 」映画な だ。　
捕虜収容所では、現実に何が起きたのだろうか。この三つの映画で描かれる「捕虜た































































































































































































































「信仰」 と 「政治」 のはざまで
　
恵子ホームズ氏の活動の背後にあるもの
　
捕虜が抱く不信感
　
なんのための日本旅行だったのか
　
癒しと和解の大成功例なのか？
――
ニック・カーターの経験
　
日本人を受け入れた元捕虜
　「神は使われ、 誤用されている」
　
キリスト教による和解の効果と疑問点
　
消える責任主体
　
ドイツとは異なる構図
　
和解活動②ＢＣＦＧ
　
階級制という限界
　
正しい戦争か植民地を巡る攻防か
　
日本軍への不信感
　
植民地を巡る亀裂
　
日中戦争と世界大戦
――
戦争の枠組みの違い
　
ＢＣ級戦犯問題
　
「死んでお詫び」 は通じない
　
ＢＣ級戦犯裁判のやり直しを
　
『アーロン収容所』
　
ＪＳＰという問題
　
ＰＯＷかＪＳＰか
　
ＪＳＰの経験
　
シベリアの抑留者
　
こちらから伝えることの必要性
あとがき
	
229
ロンドン同時多発テロ
　
イラク戦争と第二次世界大 の重なるイメージ
　
戦争をしないこと
　
英国における捕虜団体の現況
　
いくつかの提案
　
イラク戦争とクロスする 「和解」
参考文献
	
243
巻末資料
	
253
